
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3009 

令和５年度 工業科（電気系） 

 

教科 
工業科 
(電気系) 

科目 電気回路 単位数 4単位 年次 
1年次 
(後期) 

使用教科書 「工業 720 電気回路１」(実教出版) 

副教材等 「電気回路１・２ 演習ノート」（実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

照明器具、家電製品、パソコンなどの情報処理装置、発電装置などの電気装置が日常生活の中で多

く利用され、電気技術が深く関わっている。電気技術は古くから今日まで多くの人々の研究が積み

重ねられ、さまざまな分野で利用されてきた。「電気回路１」では電気に関わる色々な現象につい

て学び、電気に関する知識・技術を身につけ、実際活用できるようにする。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・基本的な電気現象、電気現象を量的に取り扱う方法、電気的諸量の相互関係について原理・法則を理

解し、知識と技術を身につけている。（a） 

・基本的な電気現象の意味を考え、変化に対する結果を電気に関する知識と技術を活用して考察し、導

き出した考えを的確に表現することができる。（b） 

・基本的な電気現象と、その現象が数式により表現できることに関心をもち、新しい事柄に対して意欲

的に学習に取り組んでいる。（c） 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

基本的な電気現象の意味を

考え、変化に対する結果を電

気に関する知識と技術を活用

して考察し、導き出した考えを

的確に表現することができる。 

基本的な電気現象、電気現象

を量的に取り扱う方法、電気的

諸量の相互関係について原

理・法則を理解し、知識と技術

を身につけている。 

基本的な電気現象と、その現

象が数式により表現できるこ

とに関心をもち、新しい事柄

に対して意欲的に学習に取り

組んでいる。 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

後

期 

第

１

章

電

気

回

路

の

要

素 

1 節 電気回路の電流

と電圧 

 

 

2節 抵抗器・コンデン

サ・コイル 

a: 電流が電子の流れに関係
していることから電流の向
きを判断できる。また、電
流・電圧・抵抗の関係性を思
考し、グラフや式で表現でき
る。 
b: 電流が電子の流れに関係
していることを理解し、電流
の大きさを電荷と導線の断
面積、時間から求めることが
できる。 
c: 電流・電圧・抵抗につい
て、これらの関係について、
理解を深めようと主体的に
学習に取り組んでいる。 
 
 

確認テ

スト 

 

小テス

ト 

 

確認テ

スト 

 

小テス

ト 

 

ワーク 

シート 

 

提出ノ

ート 

 

観察 

 

振り返

り 

シート 

 

 

 

提出ノ

ート 

第
２
章 

直
流
回
路 

1節 直流回路 

 

2節 電力と熱 

 

3節 電気抵抗 

 

4 節 電流の科学作用

と電池 

a: 直流回路におけるＩ、Ｖ、
Ｒの関係や電力と電力量の
関係、ジュールの法則を式で
表現できる。また、複数の抵
抗や電源が接続されたとき、
各抵抗にどのような電流が
流れるかを考察し表現でき
る。 
b: オームの法則を用いて、
電流、電圧および抵抗の未知
量を求めることができる。直
列回路、並列回路の各抵抗の
電圧、電流などを求めること
ができる。また、キルヒホッ
フの法則を用いて回路の電
流、電圧を求めることができ
る。ジュールの法則を用いて
電流による発熱量、電力など
を求めることができる。 
c: オームの法則による計
算、および抵抗の接続方法に
ついて、理解を深めようと主
体的に学習に取り組んでい
る。また、電流の発熱作用、
電力と電力量に、理解を深め
ようと主体的に学習に取り
組んでいる 

確認テ

スト 

 

小テス

ト 

 

 

確認テ

スト 

 

小テス

ト 

 

ワーク 

シート 

 

提出ノ

ート 

 

観察 

 

 

振り返

り 

シート 

 

 

 

提出ノ

ート 
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第
３
章 

静
電
気 

１節 電荷と電界 

 ２節 コンデンサ 

 ３節 絶縁破壊と放

電現象 

 

a:静電誘導現象から静電遮
へい現象を推論し表現でき
る。 
・電気力線と電束の関係を媒
質の誘電率との関係から考
察し表現できる。 
・平行板コンデンサの静電容
量は、金属板の面積と間隔に
かかわることを推論し表現
できる。 
・絶縁材料に加えた電圧を増
加していくと、絶縁破壊現象
が生じることを推論し表現
できる。 
b: ・電気力線の性質を理解
し、点電荷によって生じる電
気力線、点電荷の極性による
電気力線の関係を描くこと
ができる。また、クーロンの
法則を用いて点電荷に働く
力を求めることができる。 
・平行板コンデンサと誘電体
の性質や静電容量の意味、電
荷・電圧・静電容量の関係を
理解し、合成静電容量を求め
ることができる。また、横軸
を電界の強さ、縦軸を電束密
度としたとき、誘電体のヒス
テリシス曲線を描くことが
できる。 
・誘電加熱、圧電効果、静電
吸引力などの現象を理解し、
知識を身に付けている。 
・絶縁破壊による気体中の放
電現象を理解し、知識を身に
付けている。 
 
c: 静電現象や電荷と電界の
関係などについて、理解を深
めようと主体的に学習に取
り組んでいる。 
・平行板コンデンサの静電容
量、コンデンサの接続と合成
静電容量などについて、理解
を深めようと主体的に学習
に取り組んでいる。 
・絶縁破壊と放電現象などに
ついて、理解を深めようと主
体的に学習に取り組んでい
る。 

確認テ

スト 

 

小テス

ト 

 

確認テ

スト 

 

小テス

ト 

 

ワーク 

シート 

 

提出ノ

ート 

 

 

観察 

 

振り返

り 

シート 

 

 

 

 

提出ノ

ート 
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第
４
章 

磁
気 

１節 電流と磁界 

 ２節 磁界中の電流

に働く力 

 ３節 磁性体と磁気

回路 

 ４節 電磁誘導と電

磁エネルギー 

a: ・電流が流れると磁界が
生じ、磁界は磁力線や磁束に
よって表されることなどを
考察し表現できる。 
・電流と磁力線の関係から電
磁力の向きを考察し表現で
きる。 
b: ・磁力線の性質を理解し、
描くことができる。磁極間に
働く力の関係を理解し、クー
ロンの法則により力の大き
さを求めることができる。ま
た、アンペアの右ねじの法則
から、磁界と電流の向きの関
係を理解している。アンペア
の周回路の法則をもとに、円
形コイルの中心および直線
状導体のまわりに生じる磁
界の強さを求めることがで
きる。 
・導線に流れる電流や磁界、
これらにより生じる電磁力
の向きをフレミングの左手
の法則から求めることがで
きる。方形コイルや平行な直
線状導体に電流を流した時
に生じる力の大きさを、計算
により求めることができる。 
・磁性体の性質を理解すると
ともに、ヒステリシス曲線か
ら、残留磁気および保磁力を
求めることができる。磁気回
路を電気回路と対応させて
回路の磁束を求めることが
できる。 
c: 磁石による磁気現象や電
線に流れる電流によって生
じる磁界の方向や大きさに
ついて、理解をふかめようと
主体的に取り組んでいる。 
・磁界中の電流に働く電磁力
の方向や大きさについて、理
解を深めようと主体的に学
習に取り組んでいる。 
・磁性体の種類や性質、磁気
回路について、理解を深めよ
うと主体的に学習に取り組
んでいる。 
・電磁誘導による起電力の発
生と電磁エネルギーについ
て、理解を深めようと主体的
に学習に取り組んでいる。 
 
 
 

確認テ

スト 

 

小テス

ト 

 

確認テ

スト 

 

小テス

ト 

ワーク 

シート 

 

提出ノ

ート 

観察 

 

 

 

ワーク

シート 

 

 

 

提出ノ

ート 
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※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


